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能海寛顕彰運動（明治・大正・昭和・平成）の足跡 
① 能海寛の略歴 

明治 １年 ５月１８日   島根県浜田市金城町長田 浄蓮寺に生まれる 

明治１０年 ６月１２日   広島小教校（進徳教校）に入学する。 

明治１２年１０月２８日  京都東本願寺にて得度する。 

明治１９年 ３月  日  京都普通教校へ入学する。 

明治２０年 ３月 ３日  普通教校本科初年級へ編入する。 

明治２１年１０月１４日  Ｅ.Ｃ.Ｓ（英文会）を立ち上げ『NEW  BUDHIST』を発刊する。 

明治２２年 １月２８日  大学林文学寮本科２年甲生へ編入する。 

明治２３年 ２月 ３日  慶応義塾へ入学する。 

明治２４年 １月１５日  哲学館へ転入学する。 

明治２６年 ７月 ７日  哲学館高等科上級を修了する。 

明治２６年１１月１８日  『世界に於ける佛教徒』を自費出版する。 

明治３１年１１月１２日  神戸港を出航、中国上海へ、チベット巡礼探検に向かう。 

明治３３年 １月１１日  「般若心経」、２月１８日「金剛経」など５巻を４か国語に翻訳する。 

明治３４年 ４月１８日  南條文雄博士あて最後の音信の日付を寛の命日としている。 

明治３６年 ５月１６日  哲学館より「講師」の称号が寛の生前の業績に対して贈られる。 

               （哲学館卒業後１０年経過し、卓越した業績を残した者へ贈呈される） 

大正 ６年 ４月３０日  寛の１７回忌の法要が浄蓮寺で執り行われる。この法要を記念して能海寛追憶会 

    （私立真宗大谷大学内）では、寺本婉雅氏が編纂責任者となり『能海寛遺稿』を出版。 

昭和１７年１１月 ４日  付け本山より西蔵入蔵で殉職した寛に対し『大僧都』が伝達される。 

昭和１７年１２月 ５日  能海寛の４０回忌法要が勸修される。 

② 顕彰活動のはじまり 

昭和４９年１１月 ３日  波佐文化協会主催の波佐地区文化祭で「能海寛遺品展」を開催する。これ以降、 

                能海寛の資料調査に着手する。 

昭和５１年１１月 28日  波佐文化協会の発起で『郷土の傑人（能海寛・島村抱月）顕彰板』が地区民の 

                浄財で建立される。 

昭和５３年１１月 ３日  金城町歴史民俗資料館のオープンに伴い能海寛遺品資料の寄託を浄蓮寺より 

受け「能海寛資料」として展示。 

昭和５５年 ９月２４日  ＮＨＫ松江放送局製作『島根人物伝・能海寛』（１５分番組）が放映される。 

昭和５６年１１月 ３日  波佐文化協会主催で『ラマの都チベット写真展』及び『世界の屋根ラマの都を訪 

ねて』講師・ＮＨＫプロデューサー・上野克二氏による講演会を開催。 

昭和５６年１２月 １日  能海寛顕彰会（会長・小森信一氏）が結成さる。 

昭和５７年 ６ 月 ６日  町内外から多数の協力を得て『能海寛師顕彰碑』が建立除幕される。 

                竣工記念「大花田植え」を開催する。 
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昭和５７年 ７月 １日  フォトしまね第８５号・郷土史夜話「チベット探検家・能海寛」隅田正三著を掲載。 

昭和５８年 ２月２３日   ＮＨＫ松江放送局製作『知られざる先駆者＝チベット探検家・能海寛』（３０分番組） 

が放映される。 

昭和６０年～６３年   波佐文化協会発行の季刊『なわて』（第７号～第１５号）で、「求道の師・能海寛」を連載

し波佐地区全戸へ配布される。 

昭和６１年 ８月３１日 能海寛新資料が大量に発見（チベット語・梵語・中国語の研究ノート、上京中のハガ

キ・手紙・中国大陸旅行中のメモを書いた手帳、寛の学んだと書類、寛の愛用してい

た机など約８００点）。全点数歴史民俗資料館へ寄託展示されている。 

昭和６２年 ３月２０日 能海寛資料刊行会から『チベット探検の先駆者・能海寛』の絵葉書カラー版（８枚１組）

が発行される。 

昭和６２年 ３月２７日 能海寛の足跡を訪ねるドキュメンタリー番組『中国大秘境』がフジテレビ系列で全国放

映される。（日中国交回復１５周年を記念して中国西南部の四川、雲南、貴州の三省

が紹介される。） 

昭和６２年 ６月２５日 東京大学出版会刊『チベット』上巻・山口瑞鳳著が出版される。 

昭和６２年 ８月２２日 波佐文化協会主催リーダー養成講座『波佐寺小屋セミナー』第９回講座で『能海寛と

東洋哲学』と題し山口瑞鳳（当時名古屋大学教授）先生より講演を拝聴。この時に能

海寛請来チベット文献の解読整理を戴く。 

昭和６３年 ３月３１日 東京大学出版会刊『チベット』下巻・山口瑞鳳著が出版される。 

昭和６３年 ５月 １日 西中国山地民具守る会による『能海寛生誕１２０年特別展』を金城町歴史民俗資料館

で開催（８月３１日まで）。 

昭和６３年１１月１ 日 農民画家・池田一憲画「能海寛像」「能海寛師顕彰碑と大佐山」等３点の油絵、「馬に

乗った寛師」等２点のカットを金城町歴史民俗資料館へ寄贈。 

昭和６３年１１月 １日 西中国山地民具を守る会による「能海寛生誕１２０年記念第二次特別展」を開催（１２

月２８日まで）。 

平成 元年 ４月１５日  佼正出版刊・「西蔵求法伝『風の馬』」村上護著が出版される。 

平成 元年１２月１５日  波佐文化協会刊『チベット探検の先駆者・能海寛』隅田正三著を出版。 

平成 ３年 ３ 月３０日  島根県広報協会刊・しまねＰＲ読本『コンパス』「人物・能海寛」を掲載。 

平成 ５年 ３ 月 １日   山と渓谷社刊『西蔵漂泊』上巻・江本嘉伸著が出版される。 

平成 ５年１０月 ２日  堺市博物館主催「特別展・河口慧海＝仏教の原点を求めた人＝」において能海寛 

資料も併せて公開。 

平成 ６年 ４月２０日  山と渓谷社刊『西蔵漂泊』下巻・江本嘉伸著が出版される。 

平成 ６年１１月 ３日  波佐文化協会が能海寛研究会全国組織を全国へ呼びかける。 
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③      「能海寛研究会」発足以降の記録 

平成 ７年 １月２２日 「能海寛研究会」発会式（金城町波佐・ときわ会館）。島根県立国際短期大学及び能海

寛に関わる全国の研究者の支援により５２名参加で発足。 

平成 ７年 ３月１２日 能海寛研究会第１回定例学習会がスタートする。 

               「能海寛の足跡をたどって①」＝幼年期～青年期の歩み＝ 

               Ｍ元年～Ｍ３１年（国内編）隅田正三事務局長 

平成 ７年 ５月１３日 能海寛研究会第２回定例学習会 

               「能海寛の足跡をたどって②」＝探検家としての歩み＝ 

               Ｍ３１年～Ｍ３４年（海外編）隅田正三事務局長並びに能海寛資料・顕彰碑の見学。 

平成 ７年 ７月１５日 能海寛研究会機関誌『石峰』創刊号を発行。 

平成 ７年 ７月１６日 第２回能海寛研究会年次大会＆第３回定例学習会 

               記念講演『能海寛～チベットを目指した最初の日本人』 

               ～日本・チベット交流史におけるその役割～ 

               講師・江本嘉伸氏（『西蔵漂泊』の著者） 

               会員研究発表『能海寛の寧夏地区シルクロードの記録』岡崎秀紀氏。 

平成 ７年 ８月 ５日  「石峰通信」NO.2を発行する。 

平成 ７年 ９月 ８日  能海寛研究会第４回定例学習会。研修旅行実施。滋賀県湖東町「西堀栄三郎・ 

         ～９日  探検の殿堂」（能海寛の肖像画と映像サービス）を見学。 

平成 ７年１０月 ８日  ＮＨＫ松江放送局制作「島根ふるさと人物伝『能海寛』」３０分番組放映。 

平成 ７年１１月 １日  「石峰通信」NO.3を発行する。 

平成 ７年１１月１１日  能海寛研究会第５回定例学習会 

               「能海寛の辿ったシルクロード」横田禎昭会長 

平成 ８年 １月１３日  能海寛研究会第６回定例学習会 

                「仏典の言語」 稲見正浩副会長 

平成 ８年 ２月２０日  能海寛研究会機関誌『石峰』第２号を発行。 

平成 ８年 ３月 ４日  金城町・金城町議会へ『能海寛記念館』建設に対する陳情書を提出。 

                ６月定例議会において採択（趣旨採択）される。陳情書は能海寛研究会、 

               西中国山地民具を守る会、波佐文化協会の三者で提出。町議会佐々木議長名で陳

情書審査結果について採択通知（６月２８日付）をいただく。 

平成 ８年 ３月 ９日  能海寛研究会第７回定例学習会 

                「能海寛の死をめぐる疑問点」～建築家・伊藤忠太と井戸川少佐～ 

                仲市實氏（研究会会員） 

平成 ８年 ５月１１日  能海寛研究会第８回定例学習会 
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               「能海寛のたどった川蔵公路」～四川省での足どり～ 

               桑原良敏氏 （広島女学院大学教授） 

平成 ８年 ７月１４日 能海寛研究会機関誌『石峰』第３号を発行。 

第３回能海寛研究会年次大会＆第９回定例学習会 

               記念講演『風の馬』～西蔵求法伝～＝石見の能海寛と堺の河口慧海＝ 

               講師・村上護氏（『風の馬』の著者） 

               会員研究発表『能海寛と日本アルプスの父Ｗ．ウエストンとの出会い』 

               ～１８９０年（明治２３年）の慶応義塾を舞台にして～発表者・岡崎秀紀氏。 

               会員研究発表『能海寛の宗教観』発表者・品川知彦氏。 

平成 ８年 ９月 ８日 能海寛研究会第１０回定例学習会 

               研修旅行・鴎外記念館（津和野町）、秦記念館（美都町）ほか。 

平成 ８年１１月 ９日 能海寛研究会第１１回定例学習会 

               「能海寛の青年期について」隅田正三事務局長。 

平成 ８年１１月１０日 能海寛新資料発見（浄蓮寺本堂書庫から）2,000点余り。 

               第二次探検、第三次探検旅行中の記録（スケッチ、日記、論文）。 

平成 ８年１１月３０日 能海寛新資料発表記者会見（ときわ会館にて） 

               ＮＨＫほか新聞７社取材掲載される。東京から江本嘉伸氏、中村保氏同席。 

平成 ９年 １月１１日 能海寛研究会第１２回定例学習会 

               「能海寛新資料の初公開」（ときわ会館） 

平成 ９年 ３月 ８日  能海寛研究会第１３回定例学習会 

① 「能海寛と慶応義塾」岡崎秀紀氏。 

               ②「甘粛論に見る能海寛の中央アジア大旅行の意義」隅田正三事務局長。 

平成 ９年 ５月１０日 能海寛研究会第１４回定例学習会 

                「『渡清日記』に見る旅立ちの記録」～チベットへの旅立ち（故郷～上海）～ 

                隅田正三事務局長。 

平成 ９年 ７月２０日 能海寛研究会機関誌『石峰』第４号を発行。 

平成 ９年 ７月２０日 第４回能海寛研究会年次大会＆第１５回定例学習会 

               記念講演「『ヒマラヤの東』の山と谷～能海寛が消えた横断山脈～ 

               講師・中村保氏（『ヒマラヤの東』の著者・登山家） 

平成 ９年 ９月１３日 能海寛研究会第１６回定例学習会 

               「『官話記』などに見る能海寛の行動記録」隅田正三事務局長。 

平成 ９年１０月３１日 今福小学校道徳学習で『能海寛のチベット探検』を松尾隆教諭が実施。 

               研究会では、全面支援する。 

平成 ９年１１月 ８日 能海寛研究会第１７回定例学習会 
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               「『飛越関碑記』に見る能海寛の行動記録」桑原良敏氏（研究会会員）。 

平成１０年 １月１０日 能海寛研究会第１８回定例学習会 

                「『能海寛資料の保存と活用について』～環境デザインからの提言～」 

                花輪恒氏 （広島市） 

平成１０年 ２月２０日  能海寛研究会機関誌『石峰』第５号を発行。 

平成１０年 ２月２８日  「石峰通信」NO.7を発行する。 

平成１０年 ３月 ７日  「能海寛チベット壮途１００年記念」＆能海寛研究会第１９回定例学習会 

                演題「『日本人の旅と冒険』～２１世紀に向けて～」 

講師・江本嘉伸氏（本会顧問）。 

平成１０年 ５月 ９日  能海寛研究会第２０回定例学習会 

① 「哲学館をめぐる能海寛と河口慧海」 飯塚勝重氏 （東京都） 

平成 10年 6月２0日 「石峰通信」NO.8を発行する。 

平成１０年 ７月１２日  第４回能海寛研究会年次大会＆第２１回定例学習会 

                会員研究発表『慶応義塾時代の能海寛』～能海寛の入社帳と勤惰表～ 

                岡崎秀紀氏 （松江市） 

                能海寛チベット壮途１００年記念『旅と冒険フォーラム』 

                第一部【特別対談】６０年前のチベット体験 

                野元甚蔵さん（チベット探検家）＆江本嘉伸さん（作家） 

                第二部【パネルディスカッション】 

                『旅と冒険』～人はなぜ旅に出るのか～ 

① なぜ、リヤカーをひいてアフリカ大陸を歩いたか」永瀬忠志氏 

② 島旅にどうしてとりつかれてしまったのか」河田真智子氏 

③ 能海寛の足跡をたどる旅」中村保氏 

                 コーディネイター：江本嘉伸氏 

平成１０年 ７月２８日 「石峰通信」NO.9を発行する。 

平成 10年 8月 1日 NHK教育テレビ(ETV)『心の時代』再放送「求法の旅人～能海寛の生涯～」  

(出演 : 飯塚勝重 ・ 隅田正三 ききて:白鳥元雄) 

平成１０年 ９月１２日 能海寛研究会第２２回定例学習会 

                「『口代』に見る能海寛の探検決意について」隅田正三事務局長。 

平成 10年 10月 17日 チベット行 100年記念『河口慧海・能海寛』 

～二人の先駆者の生涯と今日的意義～ 講演と討論の会へ参加  

主催:東洋大学アジア・アフリカ文化研究所、会場:東洋大学。 

基調講演：高山龍三、隅田正三。パネラー：岡崎秀紀。 
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平成１０年１１月１４日  能海寛研究会第２３回定例学習会 

① 『進蔵朝佛記』に見る能海寛の足跡（西安～六盤山）」 

                岡崎秀紀副会長。 

② 能海寛の寧夏回族自治区での能海寛の評価』 

                姚詩氏（中国・銀川市）、（通訳）貴志春子氏 

平成１１年 １月 ９日  能海寛研究会第２４回定例学習会 

                 「『能海寛の歩いた寧夏回族自治区』～六盤山周辺の踏査報告～」 

                 横田禎昭会長。 

平成１１年 ３月１３日  能海寛研究会第２５回定例学習会 

① 「中外日報等に見る『能海寛関連記事』について」岡崎秀紀副会長。 

② 能海寛によって島根県にもたらされた最初の『モンゴル文字』」 

                 万代剛氏（浜田市）。 

平成１１年 ３月２０日  能海寛研究会機関誌『石峰』第６号を発行。 

平成１１年 ５月 ６日   「石峰通信」NO.10を発行する。 

平成１１年 ５月１５日  『能海寛の立像（彫塑）完成除幕式』金城町歴史民俗資料館にて 

平成１１年 ５月１５日  能海寛研究会第２６回定例学習会 

① 『西蔵求道僧能海寛の西安から蘭州への旅』横田禎昭会長。 

② 「スコットベリーの能海寛論」岡崎秀紀副会長 

平成１１年 ７月１８日  第５回能海寛研究会年次大会＆第２７回定例学習会 

                【特別講演】『還日本海交流で未来を拓く』 澄田信義島根県知事。 

                【記念講演】『能海寛と明治仏教理念と現実』 白須淨眞氏 （広島市）。 

                【会員研究発表】 

① 河口慧海のアジア観」高山龍三氏（奈良市） 

② 哲学館を巡る河口慧海と能海寛」飯塚勝重氏（東京都） 

③ 能海寛巡る時代背景と人物群」盛田武士氏 

④ 雲南省・阿敦子の山中で惨殺された『能海寛の最後』」岡崎秀紀氏。 

平成１１年 ７月１８日 『能海寛チベットに消えた旅人（評伝）』出版祝賀会 

（きんたの里・澄田島根県知事など５４名出席）。 

平成１１年 ９月 １日 「石峰通信」NO.11を発行する。 

平成１１年 ９月１１日 能海寛研究会第２８回定例学習会 

               「能海寛の辿った滇蔵公路～川蔵公路」永井剛氏（広島市）。 

               「高島」探訪の報告も併せて実施。 

平成１１年１１月２０日 能海寛研究会第２９回定例学習会 

               「『井上円了の教育理念』～能海寛を育てた人～」 

               講師 ： 三浦節夫氏 （東洋大学助教授）。 
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第５回年次大会の模様 



平成１２年 １月 ８日 能海寛研究会第３０回定例学習会 

                「能海寛の歩いた寧夏回族自治区」 

                映画鑑賞「チベットの７年」視聴する。 

平成１２年 ３月１１日 能海寛研究会第３１回定例学習会 

                「能海寛と知的国際交流」島田雅治氏（島根県立国際短期大学長）。 

平成１２年 ５月 １日  「石峰通信」NO.13を発行する。 

平成１２年 ５月１３日 能海寛研究会第３２回定例学習会 

                「能海寛の辿った陜甘大道（西蘭公路）」 

                岡崎秀紀副会長・隅田正三事務局長。 

平成１２年 ７月 ５日  「石峰通信」NO.14を発行する。 

平成１２年 ７月１６日 能海寛研究会機関誌『石峰』第７号を発行。 

平成１２年 ７月１６日 第６回能海寛研究会年次大会＆第３３回定例学習会 

                【記念講演】「還日本海交流で未来を拓く」 

内藤正中氏 （島根大学名誉教授）。 

【会員研究発表】 

①  「高島における能海寛の活動」志波健二氏（浜田市）。 

②  「文献に見る能海寛」岡崎秀紀副会長。 

③  「入蔵熱の時代」奥山直司氏（高野山大学助教授）。 

④  『能海寛のたどった西蔵公路』～西安から蘭州～」横田禎昭会長。 

平成１２年 ８月１９日 能海寛研究会第３４回定例学習会（海外研修・中国寧夏回族自治区銀川市） 『能海

寛研究会２０００年日中合同世界会議』（中国・銀川市外事弁公室）  ～能海寛に学

ぶこれからの知的国際交流～ 

                【講演】 『能海寛の歩いた西安から蘭州の旅』横田禎昭会長 

               『能海寛の精神に学ぶ』姚詩氏（中国・銀川市） 

                【特別講演】 陳育寧氏（銀川市委書記）、李範文（寧夏社科院研究員）。 

平成１２年 ９月 ９日  能海寛研究会第３５回定例学習会 

                「『能海寛の旅に学ぶ』～中国・西安・寧夏回族自治区銀川市の旅～」 

                岡崎秀紀副会長。 

平成１２年１１月１１日 能海寛研究会第３６回定例学習会（移動学習会） 

                「能海寛のたどった古道を訪ねる旅」 

                ときわ会館～浄蓮寺～県境～妙蓮寺～松原～加計町（船着場）～専光寺 

平成１３年 １月１３日  能海寛研究会第３７回定例学習会 

                 「能海寛の文献紹介」岡崎秀紀副会長。 

平成１３年 ３月１０日 能海寛研究会第３８回定例学習会 

 「世界に於ける仏教徒」に学ぶ①～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 
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「旅と冒険」フォーラム         新資料発見公開            中国・銀川市にて 



               「世界に於ける仏教徒」に学ぶ② 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

平成１３年 ６月２５日 「石峰通信」NO.15を発行する。 

平成１３年 ９月 ８日 能海寛研究会第４０回定例学習会 

                「世界に於ける仏教徒」に学ぶ③ 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

平成１３年１１月１５日 能海寛研究会機関誌『石峰』第８号を発行。 

平成１３年１１月１８日 第７回能海寛研究会年次大会＆第４１回定例学習会 

                【記念講演】『能海寛と四川の１００年後』飯塚勝重氏（東京都） 

                【会員研究発表】『能海寛の英語学習と発信の経過について』 

                 岡崎秀紀副会長。 

平成１３年１２月２５日 「石峰通信」NO.16を発行する。 

平成１４年 １月１２日  能海寛研究会第４２回定例学習会 

                 「世界に於ける仏教徒」に学ぶ④ 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

平成１４年 ２月２５日  「石峰通信」NO.17を発行する。 

平成１４年 ３月 １日  「石峰通信」NO.17を発行する。 

平成１４年 ３月 ９日  能海寛研究会第４３回定例学習会 

                 「世界に於ける仏教徒」に学ぶ⑤ 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

平成１４年 ３月１８日  能海寛資料一括(2,691点)金城町文化財に答申される。 

平成１４年 ５月１１日  能海寛研究会第４４回定例学習会 

                 「世界に於ける仏教徒」に学ぶ⑥ 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

平成１４年 ５月１８日  能海寛著『世界に於ける仏教徒』復刻版を発行する。 

平成１４年 ６月３０日  「石峰通信」NO.18を発行する。 

平成１４年 ７月１４日  第８回能海寛研究会年次大会＆第４５回定例学習会 

                 【定例学習会】「世界に於ける仏教徒」に学ぶ⑥ 

～「能海学」を構築する原点の学習シリーズ～ 

                 【記念講演】『私と能海寛研究』岡崎秀紀副会長 

                 【会員研究発表】 

『西蔵求法僧 能海寛の西安から蘭州への旅②』横田禎昭会長 

                 『ルポ 能海寛とモンゴル文字』万代剛氏（研究会会員） 

平成１４年 ８月１５日   「石峰通信」NO.19を発行する。 
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新資料マスコミ公開       中国・銀川市で世界会議開催       まんが「能海寛」講座開催 



平成１４年 ８月２４日  「まんが西蔵探検家『能海寛』」（波佐文化協会刊）を発行。 

                 報道発表会＆出版祝賀会（金城町波佐・エクス和紙の館） 

平成１４年 ９月１３日  能海寛研究会第４６回定例学習会（研修旅行） 

                 「国際チベット研究シンポジュウム」へのオブザーバー参加 

                京都市・龍谷大学大宮学舎本館（清和館）10:00～18:20（会員１２名参加） 

平成１4年１１月 １日  「石峰通信」NO.20を発行する。 

平成１４年１１月 ９日  能海寛研究会第４７回定例学習会＆ジュニア版学習会① 

                「能海寛の幼年期・少年期･青年期（国内編）」 

平成１５年 １月１２日  能海寛研究会第４８回定例学習会＆ジュニア版学習会② 

                「能海寛の巡礼探検行（海外編）」 

                幹事会の開催 

平成１５年 ２月２５日  「石峰通信」NO.20を発行する。 

平成１５年 ３月 ８日  能海寛研究会第４９回定例学習会＆ジュニア版学習会③ 

                 「能海寛の業績評価と最新情報」 

                 ～映像プロジェクターにより最新の研究成果を発表～ 

                 幹事会の開催 

平成１５年 ４月 １日  巡回展示・１００年前の『能海寛・書簡エンタイヤ展』 

                 （４月＝今福郵便局、５月＝雲城郵便局、６月＝波佐郵便局） 

平成１５年 ５月 ４日  能海寛ゆかりの地・１００ｋｍウルトラ遠足コースの下見調査協力。 

平成１５年 ５月１０日  能海寛研究会第５０回定例学習会 

                 「能海寛の書簡について」 

                 幹事会の開催 

平成１５年 ６月１０日  「石峰通信」NO.21を発行する。 

平成１５年 ７月１２日  幹事会（年次大会会場設営）、監査会。 

平成１５年 ７月１３日  能海寛研究会機関誌『石峰』第９号を発行。 

平成１５年 ７月１３日  第９回能海寛研究会年次大会＆第５１回定例学習会 

                 【記念講演】『総合報告 能海寛研究』講師・岡崎秀紀副会長 

                 【会員研究発表】 

①  『日記に見る能海寛の中国語学習』万代剛氏 

②  『能海寛のチベット観』 

～『世界に於ける仏教徒』を中心に～ 高本康子氏 

③  『中国雲南省の中甸博物館における能海寛資料室の取組み』張彦萍氏 

④ 能海寛『書簡エンタイヤ展』（能海寛の書簡１３２点を展示） 

平成１５年 ７月２５日  「石峰通信」NO.22を発行する。 
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能海寛エンタイヤ展                第１０回年次大会の模様 



平成１５年 ９月１３日  能海寛研究会第５２回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む 

平成１５年１０月１１日  『能海寛・ふるさと１００Ｋｍウルトラ遠足』試走会を支援。 

                金城町と広島県芸北町、戸河内町、加計町の能海寛ゆかりの地を巡る 

１００Ｋｍ、（スタートは、ときわ会館、ゴールは、浄蓮寺の顕彰碑前） 

平成１５年１１月 ８日  能海寛研究会第５３回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む 

平成１５年 12月 20日  「石峰通信」NO.23を発行する。 

平成１６年 １月１０日  能海寛研究会第５４回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む。幹事会の開催。 

平成１６年 ３月１３日  能海寛研究会第５５回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む 

平成１６年 ５月 8日  能海寛研究会第５６回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む 

平成１６年 ７月 10日  第１０回能海寛研究会年次大会＆第５７回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」を読む 

                【記念講演】『西域探検の世紀と能海寛』講師：金子民雄氏（歴史家） 

                【会員研究発表】 

                『能海寛の英文日記』発表者：岡崎秀紀副会長 

                『能海寛の横死報道と日本人のチベット観』発表者：高本康子氏 

平成１６年 ７月 30日  「石峰通信」NO.23を発行する。 

平成１６年 ８月 28日  「石峰通信」NO.24を発行する。 

平成１６年 ９月１１日  能海寛研究会第５８回定例学習会 

                「能海寛書簡と日記」シリーズ⑥『渡清日記』を読む。 

平成１６年 10月 22日  第１回能海寛ふるさと１００Ｋｍトレイル遠足前夜祭 

平成１６年 10月 23日  第１回能海寛ふるさと１００Ｋｍトレイル遠足全国大会 

平成１６年１１月 13日  能海寛研究会第５９回定例学習会 

                「能海寛書簡と日記」シリーズ⑥『渡清日記』を読む。 

平成１７年 １月 ８日  能海寛研究会第６０回定例学習会 

                「能海寛書簡と日記」シリーズ⑥『渡清日記』を読む。 

                楊暹氏(中国)より「中国文献について」発表。 

平成１７年 ３月 12日  能海寛研究会第６１回定例学習会 

                「能海寛書簡と日記」シリーズ⑥『渡清日記』を読む。 
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平成 17年 ３月２５日  『能海寛著作集』第一巻刊行。 

平成１７年 ５月１４日  能海寛研究会第６２回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『東北紀行』を読む。 

平成１7年 ６月１５日  能海寛研究会機関誌『石峰』第 10号を発行。 

平成１７年 ７月１０日  第１１回能海寛研究会年次大会＆第６３回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『東北紀行』を読む。 

                【記念講演】『日記に見る求道者河口慧海』講師：高山龍三氏 

                【会員研究発表】 

                「『入蔵者』イメージと能海寛」発表者：高本康子氏 

                「能海寛の資料を求めてパリ宣教会調査報告」発表者：岡崎秀紀副会長 

                「『能海寛の雲南コースについて』＝清代の入蔵ルート資料との比較＝」 

               発表者 ： 何大勇氏 

平成 17年 ７月１１日  『能海寛著作集』第二巻刊行。 

平成１７年 ８月２５日  「石峰通信」NO.25を発行する。 

平成１７年 ９月 ３日  「石峰通信」NO.26を発行する。 

平成１７年 ９月１０日  能海寛研究会第６４回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『得度ニ付道中入払帳』を読む。 

平成１７年１１月１２日  能海寛研究会第６５回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『東北紀行』を読む。 

平成 17年１１月３０日  『能海寛著作集』第三巻刊行。 

平成１８年 １月１４日  能海寛研究会第６６回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『東北紀行』を読む。 

平成１8年 ２月１５日  能海寛研究会機関誌『石峰』第 11号を発行。 

平成 18年 ２月２０日  「石峰通信」第２７号発行。 

平成 18年 ２月２４日  「今枝由郎氏を囲む夕べ」懇談会開催。 

平成１８年 ３月１１日  能海寛研究会第６７回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『口代』を読む。 

平成１８年 ５月 ６日   能海寛研究会第６８回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『東北紀行』を読む。 

平成 18年 ６月１５日  「石峰通信」第２８号発行。 

平成１８年 ７月 ９日  第 12回能海寛研究会年次大会＆第 69回定例学習会 

               【年次総会】 

               【会員研究発表】 

① 能海寛の第 1回探検コース(理塘～巴塘)を訪ねて」永井剛氏 (会員) 

② 外国語文献に見る能海寛」  岡崎秀紀氏 (副会長) 

③ 能海寛の探検の源流を考察する」隅田正三 (事務局長) 
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定例学習会の模様                第１２回年次大会の模様 



平成 18年 ８月１９日  能海寛のふるさと「歌碑めぐりウォーキング・ラリー」 

                浜田市金城町波佐・ときわ会館 8Km コース(8箇所ガイド付き) 

平成１８年 ８月２５日  「石峰通信」第２９号発行。 

平成１８年 ９月 ９日  能海寛研究会第 70回定例学習会 

                 「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『使用日記 M30』を読む。 

平成１８年 ９月１５日  チベット巡礼探検家『求道の師 能海寛展』を開催する。 

                 未公開資料を含む３３６点を公開展示する。 

                会場：浜田市浜田郷土資料館    会期：９月１５日～１２月１５日 

平成１８年１１月１１日  能海寛研究会第 71回定例学習会 

                 「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『使用日記Ｍ３０』を読む。 

                【研究発表】  

                「中国文献に見る能海寛像」高本康子氏 

                「チョーマド・ケレスと能海寛」岡崎秀紀氏 

平成１９年 １月１３日  能海寛研究会第 72回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『使用日記』を読む。 

平成１９年 ２月１５日  機関誌『石峰』第１２号発行。 

平成１９年 ２月２０日  「石峰通信」第３０号発行。 

平成１９年 ３月１０日  能海寛研究会第 73回定例学習会 

                「能海寛の書簡と日記」シリーズ、『春秋日記』を読む。 

平成１９年 ５月 ５日  第１回「能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成１９年 ５月１２日  第７４回定例学習会「能海寛の書簡と日記」シリーズ   

「春秋日記」（Ｍ２２）を解読する。 

平成１９年 ６月１０日  「石峰通信」ＮＯ．３１発行。 

平成１９年 ６月１５日  「石峰通信」ＮＯ．３２発行。『能海寛著作集』第４巻発刊予定。 

平成１９年 ７月 ８日  第１３回能海寛研究会年次大会兼第７５回定例学習会 

【年次総会】  

【会員研究発表】  

①  『教学論集』と能海寛」発表者：高本康子氏(研究会会員) 

②  「チョーマ・ド・ケレスと能海寛」西蔵探検熱の伝播～文献でたどる、ハンガリ

ー発、仏・英経由の流れ～ 

発表者：岡崎秀紀氏(研究会副会長) 

③ 入蔵熱の周辺」発表者：若林一弘氏(研究会会員) 

平成１９年 ７月２５日  『能海寛著作集』第５巻発刊。「石峰通信」NO.３３発行。 

平成１９年 ８月 １日  「石峰通信」ＮＯ．３４発行。 

平成１９年 ９月 ８日  能海寛研究会「東京大会」兼第７６回定例学習会。  

会場＝日本プレスセンタービル 

 

 

 

 

 

平成１９年 ９月  ９日 能海寛の縁の地の探訪（東京都内）。 
第７６回定例学習会「東京大会」日本プレスセンタービル９階 2 0 0 7 .9 .8

 

東京・プ日本レスセンターにて

『東京大会』

 

定例学習会の模様
中国から楊氏を迎えて
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定例学習会の模様            東京大会の模様（日本プレスセンタービル） 



平成１９年１０月２０日  「石峰通信」ＮＯ．３５発行。 

平成１９年１０月２５日  『能海寛著作集』第７巻発刊。 

平成１９年１１月１０日  第７７回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」シリーズ 

           「春秋日記」２回目（Ｍ２３）解読。 

平成２０年 １月１２日  第 7８回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」シリーズ 

                「春秋日記」３回目（Ｍ２３）を解読。  

平成２０年 ３月 ８日  第 7９回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」シリーズ 

                「春秋日記」４回目（Ｍ２４）を解読・研究。 

平成２０年 ３月１５日  機関誌『石峰』第１３号発行。 

平成２０年 ４月１５日  能海寛生誕１４０年記念「チベット巡礼探検家『能海寛展』」開催。 

平成２０年 ４月２５日  『能海寛著作集』第１０巻発刊。 

平成２０年 ５月  ５日  第２回「新緑探訪・能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。 

平成２０年 ５月１０日  第８０回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ。  

「春秋日記」(Ｍ２５)を解読。 

平成２０年 ６月２０日  「石峰通信」NO.３４発行。 『能海寛著作集』第９巻発刊。 

平成２０年 ７月１３日  第 1４回 能海寛研究会年次大会兼第８１回定例学習会開催。 

          【年次総会】 

          【会員研究発表】 

①  『Wesdom and Mercy』における能海寛」  

発表者 高本康子氏 （研究会会員） 

② 「能海寛評価の国際的な広がり ～ドイツ・中国・フランスの出版物に見る」   

発表者 岡崎秀紀氏 （研究会副会長） 

          【記念講演」 

         「２０世紀初頭のチベットをめぐる国際情勢―能海寛研究に新視点を」 

         講師 広島大学大学院教育学研究科専任講師 白須淨眞氏 

平成２０年 ７月１５日  「石峰通信」 ＮＯ．４０発行。 

平成２０年 ７月２３日  「能海寛歴史資料」３５７点が浜田市指定文化財となる。 

平成２０年 ８月 ５日  『能海寛著作集』第８巻(上)発刊。 

平成２０年 ９月 ７日  第８２回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

          「春秋日記」５回目（Ｍ２３年１月）。  

平成２０年 ９月２５日  『能海寛著作集』第８巻(下)発刊。 

平成２０年１０月２５日  「石峰通信」 ＮＯ．４１発行。『能海寛著作集』 第１５巻発刊。 

平成２０年１１月 １日  浜田市文化財指定記念『能海寛展』金城歴史民俗資料館で開催。 

平成２０年１１月 ８日  第８３回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

           「春秋日記」６回目（Ｍ２３年２月）慶応義塾時代を解読。 
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機関誌『石峰』の表紙 



平成２０年１１月１７日  『能海寛著作集』第１１巻(上)発刊。 

平成２０年１２月 １日  機関誌『石峰』(Sekihou)、ISSN（国際標準逐次刊行物番号）  

「ＩＳＳＮ １８８３－４１８３」を取得。 

平成２０年１２月１６日  『能海寛著作集』第１１巻(下)発刊。 

平成２１年 １月１０日  第８４回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

                「春秋日記」３回目（Ｍ２４年１月）を解読。 

平成２１年 １月２２日  『能海寛著作集』第９巻発刊。 

平成２１年 ２月２３日  『能海寛著作集』第１３巻発刊。 

平成２１年 ３月 ７日 第８５回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

               「春秋日記」４回目（Ｍ２４年２月）を解読・研究。 

平成２１年 ３月１５日  機関誌『石峰』 第１４号発行。 

平成２１年 ３月２６日  『能海寛著作集』第１２巻発刊。 

平成２１年 ４月２０日  「石峰通信」NO.４２発行。 

平成２１年 ４月２５日  「石峰通信」NO.４３発行。 

平成２１年 ５月 ３日  第４回「新緑探訪 能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２１年 ５月 ９日  第８６回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ。  

「春秋日記」(Ｍ２４年２月) を解読。 

平成２１年 ５月２６日  『能海寛著作集』 第６巻発刊。 

平成２１年 ７月 １日  『能海寛著作集』第１４巻発刊。 

平成２１年 ７月１２日  第 1５回 能海寛研究会年次大会兼第８７回定例学習会開催。 

【年次総会】 

   【会員研究発表】 

① 「フィクションの中の能海寛」 

                    （発表者）能海寛研究会会員 高本康子氏  

                ② 「著作集第１３巻の解説を執筆して」 

～英語叙述に見る能海寛の考え方・生き方～ 

（発表者）能海寛研究会副会長 岡崎秀紀氏 

【記念講演】 

① 「梵語・チベット語学生としての能海寛」 

                   （講師） 高野山大学教授 奥 山 直 司 氏 

                ② 「カトリック宣教師の道」 ～雲南からチベットへ～ 

                   （講師） 横断山脈研究会会長 中 村  保 氏 

                ③ 「『能海寛著作集』に見える坪井正五郎の人類学講義録」 

                   （講師） 能海寛研究会長 横 田 禎 昭 氏 

平成２１年 ７月１２日  「能海寛著作集出版記念祝賀会」＆「中村保氏『王立地理学協会メダル』受賞 

祝賀会」 きんたの里(18:00～21:00) 

 

 

 

 

 

 

第１５回年次大会 ２００９．７．１２
フランスからラサル夫妻来日

 
第１６回年次大会

 

『能海寛著作集』完結
全１５巻 １７ 冊
別 巻 １ 冊
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平成２１年８月１０日  「石峰通信」NO.４４発行。 

平成２１年９月１２日  第８８回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ」 

「春秋日記」 (M２４年９月) を解読。  

平成２１年１１月１４日  第８９回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

           「春秋日記」（Ｍ２４年１０月） を解読。 

平成２１年１１月１８日  『能海寛著作集』第１５巻発刊。 

平成２２年１月 ９日  第９０回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

               「春秋日記」(M２５年３月) を解読。  

平成２２年３月１５日  機関誌『石峰』第１５号発行。 

平成２２年３月 ８日  『能海寛著作集』別巻(総合索引) 発刊。  

平成２２年３月１３日  第９１回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

               「春秋日記」(M２５年４月) を解読。 

               「横断山脈周辺の旅(映像による)」 解説 永井剛氏 

              ※映像は、中村保氏作成のパワーポイントを使用。 

平成２２年４月２０日  「石峰通信」NO.４５発行。 

平成２２年５月 ３日  第４回「新緑探訪 能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２２年５月 ９日  第９２回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ。  

「春秋日記」(Ｍ２４年２月) を解読。 

平成２２年６月１０日  「石峰通信」NO.４６発行。 

平成２２年７月１８日  第 1６回 能海寛研究会年次大会兼第９３回定例学習会開催。 

【年次総会】 

  【会員研究発表】 

               ① 「能海寛周辺の人々 －『能海寛遺稿』 を中心に－」 

                  （発表者） 能海寛研究会会員 高本康子 氏  

               ② 「明治の仏教熱心家、英国人、C.フォンデスと島根」 

～能海寛、新仏教徒運動、世界宣教会との関わり～ 

（発表者） 能海寛研究会会長 岡崎秀紀 氏 

③  「東温譲と川上貞信」 

                  (発表者) 研究会副会長 奥山直司 氏 

【記念講演】 

「明治における仏教研究の動向」 

               （講 師） 元龍谷大学長 上山大峻 氏 

平成２２年８月１８日  「石峰通信」NO.４７発行。 

「春秋日記」 (M２４年９月) を解読。  

 

 

 

 

 

 

 

 
第１４回年次大会

 

 

第１６回年次大会 元龍谷大学長上山大峻氏を迎えて記念講演

 

第１７回年次大会
２０１１．７．１０
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第１６回年次大会の模様              第１７回年次大会 



平成２２年 ９月１２日  第９４回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ」 

平成２２年１０月 ８日  「石峰通信」NO.４９発行。 

平成２２年１１月１３日 第９５回定例学習会（研修旅行を兼ねる）  

         別府市北浜町・別府別院「大谷記念館」を会場に、見学会と記念講演。 

          記念講演：「大谷光瑞と現代」講師：掬月誓成氏（大谷記念館副館長） 

平成２２年１１月２０日  「石峰通信」NO.５０発行。 

平成２３年 １月 ９日  第９６回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

                「春秋日記」(M２５年３月) を解読。  

平成２３年 ３月１５日  機関誌『石峰』第１５号発行。  

平成２３年 ３月１３日  第９７回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ 

                「春秋日記」(M２５年４月) を解読。 

平成２３年 ４月 １日  「石峰通信」 NO.５１発行。 

平成２３年 ５月 ３日  「能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２３年 ５月１４日  第９８回定例学習会 「能海寛の書簡と日記」 シリーズ。 

平成２３年 ６月１５日  「石峰通信」 NO.５２発行。 

平成２３年 ７月１０日  第 1７回 能海寛研究会年次大会＆第９９回定例学習会の開催。 

年次総会 

会員研究発表 

①  「肖平『近代中国仏教的復興 与日本仏教界的交往録』(2003) 

楼宇烈・張志剛主編『中外宗教交流史』(1998)」 

          （発表者） 能海寛研究会会長  岡 崎 秀 紀  氏 

②  「水野斉入宛て書簡に見る『能海寛遺稿』(大正６年刊)の出版経緯」 

（発表者） 能海寛研究会会員  隅 田 正 三  氏 

              ◎  映像ライブラリー 「映像に見る能海寛」 

◎ 能海寛研究会の取組みについて（茶話会） 

平成２３年 ７月１５日  「石峰通信」NO.５３発行。 

平成２３年 ９月 １日  「石峰通信」NO.５４号発行。 

平成２３年１１月１２日  定例学習会１００回記念事業 （会場：ときわ会館） 

                 【記念セレモニー】 「能海寛研究会１７年の歩み」 

                 【記念講演】 「多田等観の見た近代日本とチベット」 

                 講師：高本康子氏（群馬大学講師） 

平成２３年１１月１２日  「石峰通信」第５５号発行。 

平成２４年 １月１４日  第１０１回定例学習会『在日記』（明治３２年）① 

平成２４年 ３月１０日  第１０２回定例学習会『在日記』（明治３２年）② 

平成２４年 ３月１５日  機関誌『石峰』第１７号発行。 

 

 

 

 

 

 

 移動学習会 別府市大谷記念館

 大谷光瑞記念館で掬月副館長から説明を受ける  
福沢諭吉生家と記念館 照雲寺

大谷記念公園

 
別府市大谷記念館を会場に移動学習会を開催 
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平成２４年 ４月 １日  「石峰通信」 NO.５６発行。 

平成２４年 ５月 ３日  「能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２４年 ５月１２日  第１０３回定例学習会 「能海寛の書簡と日記シリーズ『第八号 飛越関碑記』(明治 

３２年) ①」 ＆ ビデオ「長江・三峡紀行」視聴 

平成２４年 ６月１５日  「石峰通信」 NO.５７発行。 

平成２４年 ７月 ８日  第１８回「能海寛研究会年次大会＆第１０４回定例学習会」 

年次総会 

会員研究発表 

「河口慧海の西蔵行と『明教新誌』社説について」 

報告『能海寛を訪ねる旅その２ in Paris 2012.4－5』 

（発表者）能海寛研究会長 岡崎秀紀氏 

(11:50～12:50)  昼  食 ＆ 映像ライブラリー「石峰のふるさと」 

  (13:00～14:00) 

「戦時下の『能海寛』」 

（発表者） 北海道大学スラブ研究センター  高 本 康 子  氏 

『能海寛の周辺―明治セイロン留学生たち』  

（発表者） 高野山大学教授 奥山直司氏 

 記念講演  

『青海におけるダライ・ラマ３世とアルタンの会見』 

～モンゴル人がチベット仏教信仰を深めたきっかけの諸事情～ 

講師 井上  治氏（島根県立大学教授） 

平成２４年 ７月 ８日  「石峰通信」 NO.５８発行。 

平成２４年 ７月１０日  「石峰通信」 NO.５９発行。 

平成２４年 ９月 ８日  第１０５回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『第八号 飛越関碑記②』 

平成２４年 ９月２８日  「石峰通信」 NO.６０発行予定。  

平成２４年１１月１０日  第１０６回移動定例学習会『南方熊楠顕彰館』、『南方熊楠記念館』にて開催。 

平成２４年１１月２０日  「石峰通信」 NO.６１発行。  

平成２５年 １月１２日  第１０７回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『第参号』(明治３２年) ①」 

平成２５年 ３月 ９日  第１０８回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『第参号』(明治３２年) ②」 

平成２５年 ３月１５日  機関誌『石峰』第１８号発行。 

平成２５年 ３月２０日  「石峰通信」 NO.６２発行。  

平成２５年 ５月 ３日  第６回 「新緑探訪・能海寛歌碑めぐりウォーク」を協賛 

平成２５年 ５月１１日  第１０９回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『第参号』（明治３２年）③」 

平成２５年 ６月２０日  「石峰通信」 NO.６３発行。 
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第１００回定例学習会の模様               第１９回年次大会の模様 

   



平成２５年 ７月１３日  第１回チベットセミナー開催（能海寛研究者、初心者入門講座）。 

平成２５年 ７月１４日  第１９回「能海寛研究会年次大会＆第１１０回定例学習会」 

年次総会(10:00～11:00) 

会員研究発表(11:00～12:00) 

① 『明治のアイルランド人仏教徒 C.フォンデスについて第Ⅱ報』 

～滞日記録、幕末維新時の行動、受戒、墓～ 

（発表者）能海寛研究会長 岡崎秀紀氏 

(11:50～12:50)  昼  食 ＆ 映像ライブラリー「石峰会の歩み」 

会員研究発表 (13:00～14:00) 

② 『明治期の入蔵僧能海寛像の再検討』 

                  ～中国辺境地域における一次資料を通して～ 

 （発表者） 同志社大学大学院 

グローバル・スタディーズ研究科 篠原由華氏 

 記念講演   

『日本のインド研究』 

講師 大 前  太 氏（島根県立大学教授） 

平成２５年 ７月１４日  「石峰通信」 NO.６４発行。 

平成２５年 ７月１５日  「石峰通信」 NO.６５発行。 

平成２５年 ９月１４日  第１１１回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『第八号 飛越関碑記④』 

平成２５年 ９月１５日  「石峰通信」 NO.６６発行。 

平成２５年１１月 ９日  第１１２回移動定例学習会（松江市・中村元記念館） 

                記念講演「中村元の業績と『東洋人の思惟方法』の意義―能海寛研究の可能性」 

講師：上野敬子氏（中村元記念館理事） 

平成２５年１１月１０日  「石峰通信」 ＮＯ．６７発行。 

平成２５年１２月１９日  「長寿の里・福祉文化村」構想に基づく「能海寛記念地域研究センター」の設置を企

画提言、金城支所へ（岡崎、隅田、上山、植田４名で）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(14:00～16:00) 

 

  

  

 

「南方熊楠顕彰館」訪問                第１回チベットセミナー 
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    第１９回年次大会の模様        発表者の皆さん        「中村元記念館」訪問 



平成２６年 １月 １日  「石峰通信」 ＮＯ．６８発行。 

平成２６年 １月１１日  第１１３回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『西蔵国地誌』(明治３２年) ①」 

平成２６年 ３月 ８日  第１１４回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ『新疆、蒙古及青海見聞概略』

(明治３２年)」 

平成２６年 ３月１５日  機関誌『石峰』 第１９号発行。 

平成２６年 ３月２０日 地域まるごと博物館協議会設立。 

平成２６年 ４月 １日 「石峰通信」 ＮＯ．６９発行。 

平成２６年 ５月 ３日 「能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２６年 ５月１０日 第１０９回定例学習会 「能海寛の書簡と日記シリーズ『西蔵国地誌』(明治３２年)② 

平成２６年 ６月１０日 「石峰通信」 NO.７０発行。 

平成２６年 ７月１２日 第２回チベットセミナー開催（能海寛研究者、初心者入門講座）。 

「中村元博士とチベット仏教求法僧・能海寛」（講師）岡崎会長 

「研究会２０年の歩み」パワーポイント映像視聴 

「理塘雑記」（講師） 万代剛氏／デスカッション 

平成２６年 ７月１３日 第２０回「能海寛研究会年次大会＆第１１６回定例学習会」 

年次総会(10:00～10:50) 

会員研究発表(11:00～11:50) 

①  「能海寛と仏蹟復興運動のスリランカ人 Ａ．ダルマパーラ」 

（発表者）能海寛研究会会長 岡 崎 秀 紀 氏 

②  「カイラス巡礼」 

（発表者）能海寛研究会員 岡 本 司 郎 氏 

 特別講演  (13:00～14:00) 

 「浜田の課題と新たな『観光』づくり」 

                  （講師） 浜田市長 久保田 章 市 氏 

 記念講演  (14:10～16:00) 

「井上円了と能海寛」～２人の近代仏教者～ 

           （講師）東洋大学教授  三 浦 節 夫 氏 

平成２６年 ７月１５日 「石峰通信」 ＮＯ．７１発行。 

平成２６年 ７月２３日 地域研究センター協議会の設立。 

平成２６年 ９月１３日 第１１７回定例学習会「石見潟高嶋記」を読む。 

平成２６年１１月 ８日 第１１８回定例学習会（蕎麦例会）「東京東北近県紀行」を読む。 

平成２６年１２月１０日 「石峰通信」 ＮＯ．７２発行。 

平成２７年 １月 １日 「石峰通信」 ＮＯ．７３発行。 
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第２０回年次大会の模様         久保田浜田市長      三浦節夫氏、岡崎会長、岡本司郎氏 



平成２７年 １月１０日 第１１９回定例（移動）学習会。東洋大学キャンバスにて開催。 

◉ 開会セレモニーは、岡崎会長の２０周年を迎えお礼の挨拶 

◉ 「能海寛研究会２０年の歩み」をパワーポイント 

◉ 定例学習会は、会員発表（リレートーク） 

「最近の研究から」 岡崎秀紀会長 

「最近のチベット情勢から」 中村 保氏 

「能海寛と新仏教徒論―渡清日記に見るー」 飯塚勝重氏 

「四番目の入蔵者―矢島保治郎」 盛田武士氏 

「能海寛との関わり」 江本嘉伸氏 

「井上円了と能海寛の子弟関係」 三浦節夫氏 

               ◉ ２０周年記念懇親会：寿司割烹「魚邦」１４名参加 

平成２７年 １月１１日 巡見（見学会）能海寛縁の地を訪ねる（哲学館発祥の地など）参加者７名。 

平成２７年 １月１５日 「石峰通信」 ＮＯ．７４発行。 

平成２７年 ２月 ４日 島根県「いきいき活動奨励賞」を受賞 

平成２７年 ２月１５日 「石峰通信」 ＮＯ．７５発行。 

平成２７年 ３月 ７日 第１２０回定例学習会「能海寛の書簡と日記シリーズ 

平成２７年 ３月１５日 機関誌『石峰』第２０号発行。「石峰通信」 ＮＯ．７６発行。 

平成２７年 ５月１６日 「能海寛歌碑めぐりウォーク」の後援。  

平成２７年 ５月 ９日 第１２１回定例学習会 「能海寛の書簡と日記シリーズ『西蔵国地誌』(明治３２年)② 

平成２７年 ６月１６日 「石峰通信」 NO.７７発行。 

平成２７年 ７月１１日 第２回チベットセミナー開催（能海寛研究者、初心者入門講座）。 

平成２７年 ７月１２日 第２１回「能海寛研究会年次大会＆第１２２回定例学習会」 

年次総会(1100～11:50) 

会員研究発表(13:00～14:50) 

① 「明治２６年の仏教夏期講習会と能海寛の西蔵行き」 

（発表者）能海寛研究会会長 岡 崎 秀 紀 氏 

② 「単語分布の構造と林木分布の構造から見えるもの」 

（発表者）能海寛研究会員 植 田 義 法 氏 

③ 「寺本婉雅関連新出資料と能海寛」 

（講師） 能海寛研究会員 高 本 康 子 氏 

 ゲストスピーチと映画上映  (15:00～16:00) 

「東チベットの現在」ミニ講演と映画「天空の大巡礼を行く」上映 

            （講師）映画監督  大 谷 寿 一 氏 

平成２７年 ７月１５日 「石峰通信」 NO.７８発行。 
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20 周年懇親会（魚邦）  「いきいき活動奨励賞」受賞   第 21 回年次大会の模様 



 「能海寛著作集」全 15 巻・別巻 
  Ａ５判・上製本・貼箱・総 9,200頁（各巻平均 500頁） 

       全１５巻、別巻１（１８冊）セット価格 266,370円 

       能海寛研究会編 発行所：ＵＳＳ出版 

 

 ５年の歳月を投入して、能海寛研究会の総意の下に完結 

した『能海寛著作集』は、チベット巡礼探検家能海寛の生 

資料を直接印影化した研究者待望の著作集である。印刷業 

界では、いわば先駆的な取り組みであったと言えよう。 

 この著作集は、仏教関係者のみならず、中国大陸 11省 

府 12,000Kmを２年半年、聖地を巡礼探検した紀行記録で、 

地理学、民俗学、歴史学、中央アジア研究、中国シルクロ 

ード・西南シルクロード研究、Ｗ．ウエストン研究、Ｅ． 

アーノルド研究、明治期の慶応義塾・哲学館（東洋大学） 

の欠落している内容を補完する一級の資料群である。 

 この著作集を活用して、多くの博士号を取得され、多く 

の論文が生れることを期待したい。このことが、今回の著 

作集発刊に至った意義である。 

【全巻収録内容】第１巻「能海寛業績全記録Ⅰ」解説：金子民雄、第２巻「能海寛業績泉

記録Ⅱ」解説：金子民雄、第３巻「春秋日記」解説：金子民雄、第４巻「中国巡礼探 

検記録Ⅰ」解説：金子民雄、第５巻「中国巡礼探検記録Ⅱ」解説：金子民雄、第６巻「寄

稿論文など」解説：奥山直司、第７巻「能海寛往復書簡Ⅰ」解説：隅田正三、第８巻上 

「能海寛往復書簡Ⅱ」解説：隅田正三、第８巻下「能海寛往復書簡Ⅱ」解説：隅田正三、

第９巻「能海寛往復書簡Ⅲ」解説：金子民雄、第１０巻「手帳記録と第一次探検記録」 

解説：金子民雄、第１１巻上「大学講義録と民俗」解説：横田禎昭、第１１巻下「大学講

義録と民俗」解説：横田禎昭、第１２巻「嘆願書と上申報告書」解説：金子民雄、第 

１３巻「英文日記と機関誌」解説：岡崎秀紀、第１４巻「フィールド・ノートなどⅠ」解

説：隅田正三、第１５巻「フィールド・ノートなどⅡ」解説：隅田正三。 

別巻 1「総合索引」編著:隅田正三。 
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『能海寛著作集』全 15巻(１７冊)、別巻 1冊  2010年３月完結 

 

 



                   あとがき 

◇ 能海寛は、僅か３３年の生涯であったが彼の残した遺産は計り知れないものがある。能海寛の業

績を「知・徳・体」で表せば、知＝智恵、知識、知能。徳＝徳育、徳義、徳業。体＝体現、体得、

体操。これらの言葉で彼の生涯が言い表せるのである。 

 

◇ 能海寛の顕彰活動は、先人から受け継ぎ、能海寛研究会が発足して、今年で２１年目を迎える。 

 明治２８年に「波佐倶楽部」を興し、高島で「へき地教育」を先駆けて１２０年となった。過去の

歴史を紐解き、今後の能海寛研究の方向性を見極める為に『能海寛の顕彰活動全記録』として発刊

する運びとなった。 

 

◇ 能海寛関係の著書は、『世界に於ける佛教徒』、『能海寛遺稿』、『能海寛著作集』、『求道の師・能海

寛』、『求法伝・風の馬』、『西蔵漂泊』、『チベット』、『能海寛・チベットへ消えた旅人』、『まんが・

西蔵探検家能海寛』、『暁の密使』、『チベットからの遺言』、『中国辺境遊記』などがある。 

 

◇ 能海寛のテレビ放映は、昭和５５年ＮＨＫ松江放送局制作『島根人物伝・能海寛』（１５分番組）、 

 昭和５８年ＮＨＫ松江放送局制作『知られざる先駆者＝チベット探検家・能海寛』（３０分番組）、 

 昭和６１年フジテレビ系全国放送『中国大秘境』（２時間番組・日中国交回復１５周年記念で能海寛

が旅した雲南・四川・貴陽の三省をドキュメンタリー番組）、平成９年ＢＳＳテレビ『学僧・能海寛』

（４日間リレー放映、５分番組）、平成１０年ＮＨＫ教育テレビ、こころの時代『求法の旅＝能海寛

の生涯』（１時間番組）などがある。 

 

◇ 花巻市の『宮沢賢治記念館』、紀伊田辺市の『南方熊楠顕彰館』、白浜市の『南方熊楠記念館』、松

江市の『中村元記念館』などは、行政と民間が一体化して顕彰し観光に生かしている。一方、能海

寛の顕彰運動は、官民一体で推進する体制が出来ていない。全国組織で推進して行くうえで、誠に

恥ずかしい次第である。 

 

◇ 能海寛のふるさと「地域まるごと博物館」を展開する組織、「地域研究センター協議会」が、平成

２６年７月に文化団体（能海寛研究会・波佐文化協会・西中国山地民具を守る会）で立ち上がった。 

  インターネットＨＰ『波佐ネット』上で、能海寛研究会アーカイブ、能海寛ＰＲ用パンフ（中国

語版）。「波佐ネット通信」で、フィールドミュージアム活動の情報発信を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        チベット巡礼探検家 

『能海寛の顕彰活動全記録』 
   発行日   平成 ２７年 ７ 月 １５日 
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